
インターネット言語資源を利用した英文検証支援ツール 
安藤一秋†  綱嶋祐一†  溝渕昭二‡ 

†香川大学工学部  ‡近畿大学理工学部 

 
1．はじめに 
近年，電子化コーパスに含まれる用例データが

英語教育や英作文の支援に利用されるようになっ

た[1]．静的なコーパスは，普遍的な用例の利用に

は適しているが，収録文数や異なり語彙数など，

データ数が制限される問題がある．そこで，近年，

Web 上の膨大なテキストデータをインターネット

言語資源（Web コーパス）として利用する研究が

注目されている．Web 上のデータは内容が日々増

え続け，自動更新される動的データといえる．一

方で，質的な問題も避けては通れないが，膨大な

情報量という魅力は大きい． 
Web コーパスを英作文に利用する研究[2-4]もい

くつか提案されているが，最適候補が提示できな

い，検索式が自動生成できないため初心者向きで

ない，利用する人の英語力が問われる等，検索時

または支援においていくつか問題がある． 
本研究では，信頼性の面から Web 上のデータだ

けでなく，オンライン辞書や新聞・論文アーカイ

ブなど電子化された言語資源をフル活用して，英

文作成のための有益な情報提供を目的とした英文

作成支援システム[5]を構築中である．本稿では，

そのシステムの内， Google Web APIs (Google 
API)[6]を利用した Web・用例検索モジュールにつ

いて説明する．本モジュールは，語彙選択や英

文・表現の検証支援，用例提示などを行うもので

あり，Perl CGI として実装した． 
 
2．Web・用例検索モジュールの概要 
現在開発中の英文作成支援ツールは，Web アプ

リケーションであり，英文作成，Web・用例検索，

マイニングの 3 つのモジュールで構成される[5]．
英文作成モジュールは，入力された和文・表現を

形態素解析し，各種の電子化言語資源またはそこ

から抽出された情報を利用して，対訳候補をラン

キング提示する機能や有用サイトへのリンク，英

文テンプレートなどを提供する．マイニングモジ

ュールは，検索ログをマイニングすることで，苦

手な単語や表現，構文などを分析する．また，単

語・表現帳などを自動生成することで，英語の学

習支援を実現する．図 1 に，Web・用例検索を示す

が，本稿では，Web 検索部を中心に説明する． 
図 1 中の入力インタフェースを通じてユーザが

 
図 1 Web・用例検索モジュールの構成 

 
検証したい表現や文と共に要望に応じたオプショ

ンをチェックして検索を実行すると，Query 生成処

理により，検索式が自動生成される．英文の検証

機能は，大鹿ら[4]と同様に「翻訳に役立つ Google
活用テクニック[7]」から検索式が自動生成できる

ものを実装した[5]．このテクニックの基本は，検

索結果から得られるヒット数や snippet を利用して

妥当性を検証するという考えである．実装機能と

しては，自動フレーズ検索，ワイルドカード及び

その候補指定，電子化辞書を利用した類義語や活

用形の展開，言語・ドメイン・サイト指定などが

あり，これらを活用して検索・検証が行える． 
自動生成された検索式は，Google API を通じて

Google から検索結果を取得する．次に，検索結果

から有用な情報（ヒット数や用例など）を抽出す

ると共に検索式や用例などは検索ログとして蓄積

される．このログは，従来手法のようにキャッシ

ュとしても利用されるが，用例検索あるいはデー

タマイニングのデータとして利用される点が従来

システム[2-4]と大きく異なる． 
通常，複数の検索式で実行した場合，複数のウ

ィンドウで結果が表示されるが，本モジュールで

は，検索結果を統合し，ユーザが閲覧しやすい形

（ヒット数でランキングされたテーブル表示，

KWIC 表示，ドメイン分類，n-gram ヒット数表示

など）で提示される． 
 

3．動作例 
前置詞の選択問題（He opened the door (by / in / on 

/ with) a key.）を使って動作を説明する． 
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まず，図 2 に示すように，入力インタフェース

に文の一部（あるいは全文），表現などを入力し，

オプションの設定を行った後，検索を実行する． 
複数の検索式で検索を行う場合，通常は複数の

ウィンドウ（またはタブ）に表示される内容を比

較しながら検証を行う必要がある．本ツールでは，

図 3 に示すように，ヒット数順のテープルの形で

提示される．この結果を見ると，解として，“with”
の妥当性が高いことがわかる．ここで，図 3 中の

“opened the door by a key”をクリックすると，図 4 の

ようにドメイン毎に分類された用例文が閲覧でき

る．また，KWIC オプションを設定していれば，図

5 のように，KWIC 形式でも閲覧できる． 
また，図 6 に示すように，単語列を n-gram に分

割し，そのヒット数を利用して妥当性を検証する

WebLEAP[2]型の表示もオプションで選択できるよ

うに実装した．更に，誤った箇所を特定しやすく

する工夫として，図 7 に示すような連接スコアに

基づく要約出力も作成した．この出力法は，まだ

改良の余地があるが，WebLEAP にない機能である． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上のような操作を行うことで，英作文に有用

な情報の取得と作成した英文の検証が行える． 
 

4．おわりに 
本稿では，インターネット言語資源を利用して，

作成した英文あるいは表現の検証を支援するツー

ルを提案した．今後は，使いやすいインタフェー

スの考案および評価実験を行うことで，本ツール

の有用性を評価すると共に，Web サービスとして

の公開を目指す．また，英語教育に携わっている

教員や研究者の意見を参考に更なる機能拡張を施

し，最終的には，日本語を始め多言語の作文支援

ツールを構築する予定である． 
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図 2 入力インタフェースの例（一部）

図 3 表形式の検索結果表示 

 
図 4 ドメイン分類された用例文（抜粋）

 
図 5 KWIC 表示された用例文（抜粋）

図 6 n-gram ヒット数表示（抜粋）

 
図 7 連接スコアに基づく要約出力（抜粋）
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